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随
想
！

も
の
思

　
　
　
公
民
舘
長
斎

　
黄
金
の
穂
波
に
鎌
が
入
り
そ
め
て

よ
り
空
も
山
も
、
す
っ
か
り
秋
の
色

に
自
然
は
ぬ
り
か
え
ら
れ
た
。
秋
と

共
に
私
を
と
り
も
ど
し
た
い
。
古
人

の
句
の
”
わ
が
影
の
壁
に
し
む
や
き

り
ぎ
り
す
”
を
待
つ
ま
で
も
な
い
。

藷
か
ら
秋
の
月
と
か
、
七
草
と
か
、

虫
を
詠
ん
だ
詩
歌
は
多
い
。

　
”
月
よ
み
の
光
を
待
ち
て
帰
り
ま

せ
山
路
は
栗
の
い
が
多
き
に
は
”
は

い
か
に
も
良
寛
さ
ん
ら
し
い
。

　
秋
草
の
思
い
思
い
に
淋
し
い
ぞ

　
三
声
ほ
ど
し
て
も
う
鳴
か
ぬ
虫
も

う
秋

藤
　
　
大
　
馨

あ
り

　
そ
の
中
に
浄
土
の
虫
も
聞
え
け
り

な
ど
の
現
代
人
の
句
も
捨
て
が
た
い

”
秋
草
の
名
も
な
き
を
わ
が
墓
に

　
植
え
よ
”
は
虚
子
で
あ
る
。

　
そ
の
虚
子
も
も
う
こ
の
世
の
人
で

は
な
い
。
年
汝
歳
六
花
あ
い
似
た

り
、
歳
六
年
汝
人
あ
い
同
じ
か
ら
す

鳥
辺
山
の
煙
は
い
つ
は
て
る
と
も
知

れ
な
い
。
き
ょ
う
と
も
知
ら
す
、
あ

す
と
も
知
ら
な
い
の
が
、
生
き
と
し

生
け
る
も
の
の
定
め
で
あ
る
。

　
心
．
曾
は
花
、
夏
は
青
葉
に
照
り
映
え

て
秋
は
こ
が
ね
の
み
の
り
と
な
り
、

冬
は
枯
木
の
雪
野
原
と
な
る
。

　
こ
れ
が
久
遠
劫
来
の
大
自
然
の
鉄

則
で
あ
る
。
自
然
を
は
な
れ
た
人
生

の
あ
ろ
う
は
す
は
な
く
、
四
季
の
移

り
か
わ
り
は
、
そ
の
ま
＼
人
生
の
縮

図
で
あ
る
。

　
春
と
夏
と
は
外
向
的
で
、
外
へ
外

へ
と
の
び
て
ゆ
く
が
、
そ
れ
が
内
に

こ
も
っ
て
”
み
の
る
”
の
が
秋
で
あ

る
。
と
り
入
れ
の
秋
、
も
の
思
う
秋

沈
思
の
秋
と
い
わ
れ
る
理
由
も
こ
こ

に
あ
る
。

　
数
年
前
二
百
八
十
万
台
突
破
と
い

わ
れ
た
テ
レ
ビ
は
、
そ
の
後
急
増
し

近
頃
で
は
千
六
百
万
台
以
上
に
達
し

た
と
思
わ
れ
る
。
此
の
テ
レ
ビ
の
騒

音
な
ど
で
秋
が
深
ま
っ
て
も
大
自
然

の
声
な
き
声
を
聞
く
機
会
が
少
な

い
。
こ
の
調
子
だ
と
東
洋
の
精
神
的

風
土
を
培
っ
て
い
る
“
わ
び
4
と
か

”
さ
び
却
と
か
は
だ
ん
く
な
く
な

っ
て
ゆ
く
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
れ
は
人
間
精
神
の
形
成
の
上
に

大
き
な
間
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
は

特
に
例
え
ば
宗
教
な
ど
の
入
信
の
動

機
は
さ
び
し
さ
に
徹
す
る
。
孤
独
に

徹
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
か
ら

だ
。
周
囲
の
雑
音
の
｝
切
を
断
ち
き

り
“
生
れ
ぬ
先
の
父
母
の
恋
し
き
4

の
境
涯
ま
で
堀
り
下
げ
な
け
れ
ば
天

灘
鍵
灘

◎
産
　
生

子
の
な
ま
え
父
の
名

藤
ノ
木
ユ
ウ
子
満
良

樋
口
勝
姫
正
治

岡
村
光
洋
敏
夫

高
橋
照
夫
　
　
正

倉倉荒小住
俣俣屋出所所
蘇 へ◎新高郎

氏

藤砂ノ
木名
正
吉年
黛令
海住
南

町所

唖
く
縮

墨
露

　
　
凧
新
郎

　
　
　
の
‘
昼

広
田
　
ウ
メ
（
一
ぽ
）
高
道
山

佐
藤
正
夫
（
煮
）
十
日
町

服
部
　
ヨ
キ
（
ズ
）
田
　
沢

羽
鳥
　
虎
治
傭
八
）
小
千
谷

広
田
　
照
江
（
一
ず
）
荒
屋

羽
鳥
　
良
利
（
二
も
．
新
屋
敷

井
之
川
昌
子
（
二
む
小
　
原

一
｛
驚
－
繹
蕊

薫
永
聾
　
闘

氏
　
　
名
　
年
令
住
所

井
之
川
々
’
マ
　
（
六
二
）
　
干
溝

服
部
　
ク
マ
　
（
七
三
）
　
荒
　
屋

桑
原
一
義
（
七
四
）
田
代

来
の
一
声
を
聞
く
こ
と
は
出
来
ま

い
。
こ
の
意
味
で
わ
び
と
か
、
さ
び

は
自
分
を
内
観
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
に
な
る
。
ハ
ギ
を
は
じ
め
キ
キ
ョ

ウ
、
カ
ル
カ
ヤ
等
の
七
草
は
、
そ
こ

は
か
と
な
く
咲
い
て
い
る
。
割
合
ハ

デ
な
オ
ミ
ナ
エ
シ
で
も
、
春
の
花
と

ち
が
い
、
ど
こ
か
さ
び
し
そ
う
で
あ

る
。
オ
バ
ナ
に
至
っ
て
は
、
わ
び
そ

の
も
の
で
何
か
心
を
ひ
か
れ
る
。

　
ス
ズ
虫
で
も
、
マ
ッ
虫
で
も
、
じ

っ
と
耳
を
傾
け
て
い
る
と
、
い
か
に

も
も
の
の
あ
わ
れ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

そ
れ
は
は
な
や
か
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
云
う
よ
り
も
“
虫
浄
土
”
の
息
す

く
思
い
が
す
る
。
こ
の
「
わ
び
」
と

か
「
さ
び
」
は
自
分
一
人
が
こ
く

り
と
う
な
す
く
内
観
の
世
界
で
、
第

三
者
が
ど
う
の
、
こ
う
の
と
云
う
世

界
で
は
な
い
。
だ
ら
権
勢
も
奪
う
こ

と
が
出
来
な
い
し
、
富
貴
も
婬
す

る
こ
と
の
出
来
ぬ
独
往
の
塊
地
で
あ

る
。

　
そ
れ
は
地
殻
の
衷
面
に
は
あ
ら
わ

れ
な
い
地
下
水
の
よ
う
な
も
の
で
、

表
に
は
出
な
い
が
あ
ら
ゆ
る
も
の
を

う
る
お
し
て
い
る
。
見
た
目
に
は
い

か
に
も
貧
．
相
だ
が
、
そ
れ
で
い
て
見

捨
て
ら
れ
な
い
。
忘
れ
よ
う
と
し
て

忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
心
の
ふ
る

里
で
あ
る
。
こ
れ
を
は
な
れ
て
東
洋

的
情
操
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。
秋

の
夜
の
月
に
い
じ
ら
し
い
七
草
に
、

虫
浄
土
に
静
か
に
心
葺
を
す
ま
し
、

秋
と
共
に
自
然
の
ふ
と
こ
ろ
の
な
か

に
、
入
問
の
憎
感
を
と
り
も
ど
し
た

い
と
切
に
思
う
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

も
の
を
思
う
秋
が
き
た
。
ひ
と
つ
秋

の
夜
長
に
じ
っ
く
り
と
自
分
の
脚
下

（
ア
シ
モ
ト
）
を
み
つ
め
よ
う
で
は

な
い
か
。

　
き
ょ
う
十
五
日
は
「
な
か
さ
と
」

創
刊
よ
り
早
く
も
一
〇
一
号
ま
で
に

成
人
し
た
記
念
す
べ
き
日
で
あ
る
。

こ
の
間
い
つ
も
か
わ
ら
ぬ
愛
情
を
そ

そ
い
で
頂
い
て
お
る
皆
さ
ん
に
心
か

ら
敬
意
を
表
し
た
い
。
公
民
舘
の
全

職
員
は
益
女
よ
り
よ
い
公
報
紙
、
皆

さ
ん
の
よ
き
伴
侶
と
な
る
た
め
、
一

丸
と
な
っ
て
精
進
す
る
こ
と
を
、
こ

こ
に
改
め
て
誓
う
も
の
で
あ
る
。

　
遺
族
援
護
法
が
改
正
に

　
な
り
ま
し
た

　
軍
八
軍
属
や
徴
用
者
等
の
遣
族
で

下
記
事
項
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
役
場
社
会
厚
生
課
に
ご
相
談
下

さ
い
。

一
、
軍
人
軍
属
が
昭
和
十
二
年
七
月

以
後
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
変
の
事
変
地
と

か
中
国
等
の
戦
地
の
勤
務
に
お
け
る

傷
頑
で
、
故
意
、
重
過
失
で
な
い
も

の
は
、
公
務
上
の
傷
病
と
み
な
し
で
．

遺
族
年
金
、
弔
慰
金
を
支
給
す
る
。

又
、
第
六
項
症
以
上
の
障
害
者
に
は

障
害
年
金
を
文
給
す
る
。
　
（
従
来
は

軍
人
の
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以

後
の
戦
地
に
隈
ら
れ
て
い
た
が
こ
れ

を
　
　
し
た
ロ
レ

一
二
、
遺
族
年
霧
受
け
ら
れ
な
い
次

一
の
遺
族
に
遺
族
一
時
金
を
文
給
す
る

一
〔
イ
〕
昭
和
＋
二
年
、
七
月
七
日
以

一
後
の
公
務
の
傷
病
の
治
癒
し
な
い
閥

に
併
発
し
た
傷
病
に
よ
り
退
職
後
二
別
弔
慰
金
を
麦
給
す
る
こ
と
に
緩
和

年
（
結
核
等
六
年
）
以
内
に
死
亡
し
さ
れ
た
が
．
さ
ら
に
こ
の
対
象
に
、

た
軍
八
軍
属
の
遺
族
。
　
　
　
　
　
　
昭
和
二
十
年
九
月
二
日
以
後
復
員
す

〔
ロ
〕
中
国
等
の
戦
地
に
六
ヵ
月
以
る
ま
で
の
㎜
を
加
え
た
．

上
勤
務
し
、
復
員
後
一
年
（
結
核
等
六
、
徴
用
者
等
で
あ
っ
た
者
は
従

三
年
）
以
内
に
死
亡
し
た
軍
人
軍
属
来
、
敵
の
爆
膿
等
戦
時
災
害
の
要
件

の
遺
族
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
該
当
す
る
場
合
に
遺
族
給
与
金
が

三
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
麦
給
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
戦
時
災

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
九
日
ま
で
害
の
要
件
を
徹
廃
し
業
務
上
の
傷
病

の
間
に
再
婚
し
、
同
期
間
中
に
再
婚
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
に
も
支
給
す

を
解
消
し
た
妻
及
び
改
氏
婚
を
解
消
る
よ
う
緩
和
し
た
。

し
た
父
母
に
遺
族
年
金
を
支
給
す
る
七
、
内
地
や
、
も
と
の
満
州
等
、
従

四
、
旧
陸
海
軍
の
判
任
文
官
等
の
内
来
戦
地
で
な
か
っ
た
地
域
に
勤
務
し

縁
の
妻
及
び
別
戸
籍
の
父
母
に
遺
族
た
旧
陸
海
耶
の
厭
傭
人
等
の
軍
属
で

年
金
を
支
給
す
る
。
　
　
　
　
　
　
あ
っ
た
者
が
業
務
上
の
傷
病
に
よ
り

五
、
軍
人
軍
属
が
勤
務
に
関
連
す
る
死
亡
し
た
場
合
で
、
殉
職
年
金
等
を

傷
病
に
よ
り
退
職
後
二
年
（
結
核
等
受
け
ら
れ
な
い
遺
族
に
遺
族
給
与
金

六
年
）
以
内
に
死
亡
し
た
場
合
は
特
叉
は
遺
族
年
金
等
を
支
給
す
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
さ
と
文
芸

村
章
デ
ザ
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
十
月
投
句
V

　
　
　
　
発
表
は
“
月
1
5
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
仙

　
去
る
九
月
十
五
日
付
発
行
の
公
民
誘
惑
の
姿
態
艶
め
く
毒
ぎ
の
こ

舘
報
「
な
か
さ
と
」
及
び
十
日
町
．
新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
　
丘

聞
紙
上
を
通
じ
て
募
集
い
た
し
ま
し
居
待
月
一
尋
織
り
し
山
の
端
に

た
中
里
村
章
デ
ザ
イ
ン
は
、
応
募
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
声

限
九
月
末
臼
ま
で
に
広
く
村
内
外
か
我
こ
こ
に
老
蟷
螂
の
か
ま
ふ
ら
す

ら
九
十
点
余
り
の
多
数
の
作
品
が
寄
　
席
題
「
露
」
　
　
露
丘

せ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
に
厚
く
お
学
問
の
き
び
し
き
灯
露
の
道

礼
申
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
　
仙

　
な
お
、
た
だ
い
ま
村
蹴
制
定
密
査
．
露
の
王
五
彩
を
放
つ
朝
光
げ

会
に
お
い
て
採
用
す
る
デ
ザ
イ
ン
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
声

霧
査
中
で
す
が
、
十
月
十
五
日
付
本
露
ふ
ん
で
こ
の
道
慨
に
地
平
線

紙
並
び
に
十
日
町
．
新
聞
紙
上
に
発
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
　
牛

が
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
　
一
枝
の
蜘
蛛
な
き
糸
の
露
光
る

十
一
月
十
五
日
付
の
前
記
紙
上
発
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
泉

と
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
．
窟
し
越
せ
し
眩
ゆ
き
露
の
大
破
瑠
戸
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珀
珊
晶
鰐
瓢

剛
部
行
公
4
り
先
亀
1

一
－
　
村
　
　
　
数

月
価
発
里
男
女
計
帯

毎
定
　
中
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
現
在
人
口

笹
面
村
議
会
定
例
会
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
管
理
委
員
教
育
委
員
な
ど
選
任

　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
九
百
八
十
二
万
円
決
ま
る

　
第
三
回
中
里
村
議
会
定
例
会
は
、

去
る
九
月
二
十
九
日
招
集
さ
れ
、
会

期
一
日
の
日
程
で
選
挙
管
理
、
委
員
、

教
育
委
員
、
監
査
委
員
、
固
定
資
産

評
．
価
審
査
委
齢
の
選
任
。
児
童
舘
条

例
な
ど
村
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改

、
、
灘
転
．
蓼
蝋
典
欝
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　　　　　　難

正
。
照
和
三
十
九
年
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
付
．
議
事
件
十
七
件
の
ほ
か

報
告
事
項
、
請
願
な
ど
を
審
議
し
午

後
＋
時
三
十
分
閉
会
し
た
。

　
付
議
事
件
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
。

　
　
人
事
関
係
に
つ

　
　
い
て

▽
選
挙
管
埋
委
員
に
つ
い
て
は
、
九

月
二
十
八
日
任
期
満
了
（
任
期
四

年
）
と
な
っ
た
た
め
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
り
選
挙
が
わ
こ
な
わ
れ

そ
の
結
果
、
沌
沢
謙
治
（
重
地
）
井

ノ
川
三
平
（
山
崎
）
徳
井
蕃
七
（
堀

之
内
）
保
坂
勇
二
（
芋
沢
）
の
四
氏

が
新
た
に
委
員
と
七
て
選
任
さ
れ

た
。▽
教
商
委
員
に
つ
い
て
は
、
藤
田
五

郎
（
田
中
）
村
山
軍
英
（
桂
）
両
．
姿

員
の
任
期
満
了
（
四
年
）
に
と
も
な

う
八
事
で
、
両
．
氏
の
再
任
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
が
求
め
ら
れ
、
多
数
の

賛
成
を
も
っ
て
選
任
さ
れ
た
。

▽
監
査
委
員
に
つ
い
て
は
、
大
局
孝

平
委
員
の
任
期
満
了
（
四
年
）
に
と

も
な
い
、
同
氏
の
再
任
と
き
ま
っ

た
。▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
つ
い

て
は
広
田
伊
三
治
氏
（
山
崎
）
が
選

任
さ
れ
た
。

　
　
村
条
例
関
係
に

　
　
つ
い
て

儒
▽
中
里
村
児
亜
舘
条
例
の
制
．
定
。

一
　
中
里
村
児
童
舘
の
婬
設
に
つ
い
て

、
児
童
福
祉
法
に
も
と
づ
き
、
設
置
及

謡
理
讐
の
茉
的
鑑
を
定
め

嚢
の
で
・
窃
の
内
竃
濫

の
目
的
、
名
称
及
び
位
置
、
職
員
、

　・
児
敢
舘
の
利
用
、
入
舘
の
拒
絶
、
児

童
舘
運
営
協
議
会
な
ど
に
つ
い
て
規

定
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
中
里
村
消
防
団
条
例

（
団
員
定
数
の
改
正
）
、
寒
冷
地
手

当
支
給
条
例
、
中
里
村
国
民
健
康
保

険
税
条
例
、
同
国
民
健
康
保
険
条
例

（
税
郵
引
上
げ
及
び
減
税
関
係
）
、

中
里
村
税
条
例
（
地
方
税
法
改
正
に

と
も
な
う
条
文
薬
備
ほ
か
）
中
里
村

入
湯
税
条
例
、
中
里
村
分
担
金
徴
収

条
例
（
程
島
地
区
簡
易
水
道
研
業
、

小
原
地
区
農
道
郡
業
、
西
方
溜
池
災

害
彼
旧
箏
業
関
係
）
な
ど
の
一
部
改

正
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
　
昭
和
三
十
九
年

　
　
度
補
正
予
算

　
今
回
は
本
年
度
第
二
回
臼
の
補
正

予
算
で
あ
る
が
、
一
般
会
計
才
入
才

出
に
お
い
て
九
百
八
十
二
万
八
千
円

が
追
加
さ
れ
た
ほ
か
、
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
四
十
九

刀
四
千
円
の
追
加
。
簡
易
水
道
特
別

会
計
八
刀
、
五
千
円
の
減
額
補
正
が
お

こ
な
わ
れ
た
．

　
な
わ
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
追
加
補
正
予
算
で
総
額
一
億
三

千
四
肖
二
十
一
万
八
千
円
と
な
っ

た
。
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
。

▽
才
入

地
方
変
付
税
二
百
七
万
三
千
円
。
分

担
金
百
一
万
二
千
円
。
国
庫
支
出
金

二
十
八
万
四
千
円
。
県
支
出
金
．
白
二

十
七
万
三
千
円
。
諸
収
入
二
百
六
十

九
万
六
．
干
円
。
村
債
二
百
四
十
万

円
。
合
註
九
．
白
八
十
二
万
八
千
円
。

▽
才
出

・
総
勝
費
六
十
三
万
五
千
円
。
民
生
費

肥
財
難
翻
議
彗
難
疑
の
櫛
懸
謬

万
七
千
円
。
土
木
費
二
十
万
九
千
円
…
て
（
採
択
）

警
畠
百
九
＋
万
七
再
．
造
墨
ハ
盆
新
鑑
消
防
質
覇

復
旧
費
三
十
七
万
三
千
円
。
公
債
費
一
新
設
の
件
（
不
採
択
）

三
十
万
円
。
合
計
九
百
八
＋
二
万
八
一
④
芋
川
新
田
潅
概
用
水
路
．
工
事
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

千
円
。
　
（
詳
細
は
紙
面
の
都
合
に
よ
｝
い
て
へ
採
択
）

り
省
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
⑤
高
道
山
校
便
所
の
改
築
に
つ
い
て

請
願
に
つ
い
て
斎
択
）
【
写
琴
襲
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

①
堀
之
内
農
家
組
合
甘
し
ょ
貯
蔵
坑
一
例
会
の
議
場
に
て
】

国民健康保険税
完納月間実施〃

家
族
の
七
割
給

付
の
昂
期
実
施
と

国
民
健
康
保
険
財

政
の
健
全
な
運
醤

を
行
な
う
た
め
に

は
、
保
険
税
の
兜

納
が
先
決
条
件
で

あ
り
ま
す
の
で
、

＋
月
を
「
国
民
健

康
保
険
税
先
納
月

間
」
と
し
て
保
険

税
の
収
納
率
の
向
上
を
は
カ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
当
村
で
は
趣
旨

　
　
の
た
め
マ
ッ
チ
を
ザ
　
し
　
　

蔑
者
幕
に
轄
い
た
し
ま
す
の

で
、
ま
す
ま
す
保
険
税
の
収
納
に
御

協
力
下
さ
る
よ
う
お
ね
が
い
い
た
し

一
ま
す
。

”
月
3
日

　
中
里
村
文
化
祭

　
　
　
　
各
種
作
品
募
集
〃

　
中
里
村
公
昆
舘
で
は
、
来
る
十
一

月
三
日
〃
文
化
の
日
4
の
行
事
と
し

て
次
の
と
お
り
恒
例
の
文
化
祭
を
開

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
村
民
各
位
多

数
ご
参
観
い
た
だ
き
た
く
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

　
な
お
十
月
二
十
九
日
ま
で
各
種
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
、

っ
て
ご
応
募
下
さ
い
．

▽
趣
旨
△

　
情
操
を
盟
か
に
し
知
性
を
高
め
る

鰹
全
な
又
化
活
動
を
通
し
て
、
生
活

に
う
る
お
い
と
楽
し
み
を
も
ち
、
明

る
く
住
み
よ
い
郷
土
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。

▽
期
日
△

　
十
一
月
三
臼
午
前
八
時
三
十
分
よ

り
、
午
後
四
時
ま
で
。

▽
会
場
△

　
田
沢
小
学
校
、
田
沢
中
学
校

▽
種
目
△

　
美
術
展
、
写
真
展
、
手
芸
展
、
短

歌
俳
句
展
、
生
花
展
、
発
明
工
夫
展

芸
能
祭
、
商
工
祭
。

▽
文
化
祭
作
品
募
集
．
要
頂
△

①
美
術
展

◎
需
道
、
一
般
、
中
学
生
、
小
学
生

の
部
。
雷
体
自
田
、
半
紙
又
は
条
幅

璽
◎
絵
画
、
一
般
、
中
学
生
、
小
学
生

の
部
。
題
材
自
田
、
大
き
さ
四
ッ
切

り
以
上
の
も
の
。

◎
彫
そ
彫
橡
、
一
般
、
中
学
生
の
部

題
材
自
由
、
大
き
さ
自
由
。

一
②
写
真
展
　
一
般
に
限
る
。
題
自
田

大
き
さ
四
ツ
切
り
以
上
。

⑨
手
芸
展
、
一
般
、
中
学
生
の
部
。

刺
し
ゆ
う
、
編
物
、
細
工
物
、
民
芸

品
、
人
形
な
ど
作
品
自
田
。

④
短
歌
俳
句
展
、
一
般
、
中
学
生
、

小
学
生
の
部
．
短
歌
当
季
雑
詠
、
一

人
二
首
以
上
。
俳
句
秋
季
雑
詠
、
一

人
三
句
以
上
。

⑤
生
花
展
　
一
般
に
限
る
諸
流
派
い

づ
れ
で
も
よ
い
。

⑥
発
明
工
夫
展
　
一
般
中
学
の
部

⑦
応
募
〆
切
り
　
十
月
二
十
九
日
午

後
五
時
ま
で
．
　
（
但
し
生
花
展
は
十

　
一
月
二
日
会
場
で
活
け
る
。
）

⑧
出
品
先
中
里
村
公
民
舘
又
化
祭

係
あ
て
。
作
品
に
は
必
す
住
所
（
又

　
は
学
校
名
）
氏
名
、
年
令
を
明
記
し

て
下
さ
い
。

⑨
参
加
賞
　
出
品
者
に
は
粗
品
を
呈

上
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×

　
◎
芸
能
祭
は
十
一
月
三
日
午
前
十
時

　
か
ら
正
午
ま
で
田
沢
小
学
校
ス
テ
ー

　
ジ
で
行
な
い
ま
す
。
郷
土
民
謡
、
舞

よ
う
な
ど
の
出
演
者
を
募
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
十
一
月
一
日
ま
で
に
公

昆
舘
あ
て
ご
連
絡
下
さ
い
。
参
加
者

に
は
粗
品
を
呈
上
い
た
し
ま
す
。
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子
ど
も
た
ち
の
福
祉
セ
ン
タ
量

　
　
　
待
望
の
児
童
舘
完
成

　
子
ど
も
た
ち
が
待
ち
望
ん
で
い
た

児
童
舘
と
、
こ
れ
に
標
つ
づ
き
に
石

沢
善
重
郎
氏
（
田
沢
本
村
出
身
、
横
浜

市
鶴
見
在
住
）
寄
贈
の
保
育
所
が
、

こ
の
ほ
ど
干
溝
薬
師
様
の
南
側
に
り

っ
ぱ
に
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
す
べ
て
児
童
は
よ

い
環
境
で
育
て
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
と
い
う
児
童
福
祉
法
の
趣
旨
に

沿
っ
て
中
里
村
が
他
而
町
村
に
先
が

け
建
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
石

沢
さ
ん
の
郷
土
愛
と
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
に
寄
せ
る
篤
志
で
完
成
を

見
た
も
の
不
．
、
明
日
の
社
会
を
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

．
購
灘

溺難

・
う
世
代
を
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に

は
ぐ
く
む
場
と
し
て
、
い
わ
ば
村
の

　
　
　
　
セ
ン
タ
エ
と
し
て
　
　
さ

“一
れ
る
わ
け
で
す
．

一
　
施
設
の
構
造
規
模
は
、
既
報
の
よ

岬噛｝
う
に
児
童
舘
、
保
育
所
と
も
に
木
造

平
屋
建
の
近
代
的
な
建
物
で
延
面
積

は
百
三
十
四
・
五
坪
。
内
部
は
児
童

　
　
き
ヤ
　
を
　
ヤ
　
を
　
　
　
　

駿
ど
が
設
け
ら
れ
す
毯
し
い
環

一
境
で
す
。
施
設
の
管
理
は
社
会
厚
生

課
が
主
管
課
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

設
置
及
び
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
村

条
例
規
則
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
開

　
し

灘
馨
w
．
．

灘
難
・

簾
ゼ
㌧
．
ノ
ぜ

．
ノ

舘
時
間
や
利
用
者
の
区
分
は
概
要
次

の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
児
童
舘
の
開
舘
時
間
は
、
日
曜
日

祝
祭
日
を
除
き
、
平
日
は
午
前
八
時

半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
土
曜
日
は

正
午
ま
で
。
日
曜
日
祝
祭
日
は
休
舘
。

②
児
童
舘
の
開
舘
時
間
中
に
お
け
る

利
用
区
分
に
つ
い
て

イ
指
導
対
象
児
童
（
お
お
む
ね
三
才

　
以
上
の
幼
児
又
は
学
童
で
あ
っ
て

　
指
導
を
要
す
る
と
村
長
が
認
め
た

　
児
童
）
の
う
ち
、
幼
児
は
主
と
し

　
て
午
前
中
と
す
る
。

ロ
学
童
は
主
と
し
て
下
校
時
よ
り
開

舘
時
間
ま
で
と
す
る
．

（
幼
児
、
学
童
は
そ
れ
ぐ
別
の
集

団
と
し
て
叉
は
個
別
に
指
導
す
る
）

③
一
般
児
童
に
つ
い
て
は
指
導
対
象

児
童
の
利
用
に
支
障
の
な
い
範
囲
内

で
利
用
し
、
な
る
べ
く
子
ど
も
会
子

ど
も
ク
ラ
ブ
な
ど
組
織
的
な
集
団
活

動
を
行
な
う
よ
う
指
導
す
る
。

④
勤
労
青
少
年
又
は
母
親
の
会
な
ど

の
利
用
は
主
と
し
て
夜
間
と
し
、
組

織
的
な
活
動
の
育
成
を
は
か
り
、
児

童
の
健
全
育
成
に
必
要
な
活
動
を
行

な
う
よ
う
指
導
す
る
。

　
な
お
、
指
導
対
象
児
童
と
し
て
常

時
約
百
名
ぐ
ら
い
収
容
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
児
童
舘
に

は
舘
長
一
名
の
ほ
か
、
児
童
厚
生
員

二
名
の
職
員
が
置
か
れ
、
舘
業
務
の

運
営
な
ら
び
に
収
容
児
童
の
世
話
に

あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
写
真
は
完
成
し
た
㊤
児
童
舘
㊦
保

育
所
】

重
度
精
薄
児
手
当
法
施
行

　
　
　
　
　
1
九
月
一

　
重
度
精
神
薄
弱
児
手
当
法
は
、
法

律
第
一
三
四
号
を
も
っ
て
公
布
さ
れ

九
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
重
度
精
神
薄
弱
児
扶

養
手
当
法
は
、
重
度
精
神
薄
弱
児
の

副
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
そ
の
父

母
、
そ
の
他
養
育
者
に
対
し
国
が
特

別
の
手
当
を
文
給
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

◎
重
度
精
神
薄
弱
と
は

　
こ
の
法
律
に
よ
り
手
当
が
麦
給
さ

れ
る
「
重
度
精
神
薄
弱
児
」
と
は
二

十
才
未
満
で
あ
っ
て
精
神
の
発
達
が

遅
滞
し
て
い
る
た
め
日
常
生
活
に
お

日
か
ら
l
l

い
て
、
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る

状
態
に
あ
る
者
を
い
い
ま
す
。

◎
支
給
要
件

　
つ
ぎ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
父
、

母
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
手
当
を
支

給
さ
れ
ま
す
。
重
度
精
神
薄
弱
児
の

父
、
母
が
そ
の
重
度
精
神
薄
弱
児
を

監
護
し
て
い
る
と
き
、
主
と
し
て
そ

の
重
精
児
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る

◎
父
か
母

　
父
母
が
な
い
か
、
父
母
の
監
護
し

な
い
場
合
父
母
以
外
の
者
が
、
そ
の

重
度
精
神
薄
弱
児
を
養
育
す
る
（
同

居
し
監
護
し
、
か
つ
そ
の
生
計
を
維

持
す
る
）
と
き
。

◎
支
給
制
限

一
、
重
度
精
神
薄
弱
児
の
場
合

①
日
本
国
民
で
な
い
と
き
。

②
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と

　
き
。

③
父
母
の
死
亡
に
つ
い
て
支
給
さ
れ

　
る
公
的
年
金
給
付
を
受
け
て
い
る

　
と
き
。

④
父
母
の
死
亡
に
つ
い
て
労
働
基
準

　
法
な
ど
に
定
め
る
業
務
上
の
災
害

　
に
よ
る
遺
族
補
償
給
付
を
受
け
る

　
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
こ
れ
ら
の

　
父
母
に
監
護
さ
れ
て
い
る
と
き
、

　
又
は
、
こ
れ
ら
の
給
付
を
受
け
る

　
こ
と
の
で
き
る
者
に
養
育
さ
れ
て

　
い
る
と
き
。
た
だ
し
父
母
の
死
亡

　
し
た
日
か
ら
六
年
以
内
で
あ
る
と

き
。

⑤
里
親
に
措
置
委
託
さ
れ
て
い
る
と

　
き
。

◎
父
母
又
は
養
育
者
の
場
合

①
日
本
国
民
で
な
い
と
き
。

②
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と

　
き
。

③
国
民
年
金
法
に
基
す
く
福
祉
年
金

　
及
び
児
童
扶
養
手
当
以
外
の
公
的

　
年
金
給
付
を
受
け
て
い
る
と
き
。

④
前
年
に
お
け
る
県
民
税
の
所
得
割

　
の
課
税
対
象
所
得
金
額
が
二
十
万

　
円
を
こ
え
た
と
き
。

⑤
配
偶
者
の
所
得
が
所
得
税
を
課
せ

　
ら
れ
る
程
度
に
あ
っ
た
と
き
。

⑥
直
系
皿
族
又
は
兄
弟
姉
妹
の
前
年

　
の
所
得
が
標
準
世
帯
（
扶
養
親
族

　
な
ど
五
人
）
に
し
て
六
十
五
万
円

　
以
上
で
あ
っ
た
と
き
。

◎
手
当
額
と
麦
給
の
期
間
は

　
重
精
児
一
人
に
つ
き
月
額
千
円
を

支
給
す
る
こ
と
と
し
、
認
定
請
求
を

行
な
っ
た
日
の
翌
月
か
ら
友
給
事
由

の
消
滅
し
た
日
の
属
す
る
日
ま
で
。

◎
麦
払
期
日

　
手
当
は
毎
年
一
月
、
五
月
、
九
月

の
三
期

◎
認
定
請
求
の
受
付
は

　
認
定
請
求
の
受
付
は
市
町
村
の
役

場
で
行
な
い
、
市
町
村
長
を
経
由
し

て
県
知
事
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
。
認
定
請
求
を
行
な
う
場

合
に
は
、
重
度
精
神
薄
弱
児
に
つ
い

て
の
診
断
書
の
添
付
を
要
す
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
診
断
書
は

で
き
る
限
り
児
童
相
談
所
の
医
師
又

は
精
神
衛
生
鑑
定
医
、
若
し
く
は
精

神
科
の
診
療
に
経
験
を
有
す
る
医
師

の
作
成
し
た
も
の
が
必
要
で
あ
る
こ

と
。

　
尚
、
細
部
に
つ
い
て
該
当
者
は
役

場
国
民
年
金
係
ま
で
相
談
に
お
い
で

下
さ
い
。譲

渡
所
得
の

は
な
し

　
　
　
　
ー
税
務
署
ー

こ
＼
数
年
来
土
地
釦
家
屋
の
よ
う
な

不
動
産
の
売
買
が
目
立
っ
て
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
た
な
卸
資

産
以
外
の
資
産
の
譲
渡
に
よ
っ
て
得

る
所
得
を
譲
渡
税
と
い
っ
て
お
り
ま

す
が
譲
渡
と
は
売
買
だ
け
で
な
く
、

難
か
し
く
申
し
ま
す
と
「
所
有
権
、

そ
の
他
の
財
産
権
を
移
動
さ
せ
る
一

切
の
行
為
」
を
い
い
ま
す
の
で
、
資

産
を
交
換
し
た
り
法
人
に
現
物
出
資

し
た
場
合
に
も
譲
渡
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
．
従
来
こ
の
所
得
を
主
と

し
て
資
産
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
保

有
し
た
あ
と
で
、
そ
の
資
産
を
譲
渡

し
た
と
き
一
時
に
所
得
が
発
生
す
る

た
め
、
事
業
所
得
等
と
同
様
な
課
税

方
法
で
は
税
負
担
が
重
く
な
り
ま
す

の
で
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
計
算
し

て
お
り
ま
し
た
。

譲
渡
収
入
金
額
ー
取
得
価
格
等
の
必

要
経
費
“
譲
渡
所
得
金
額
（
譲
渡
所

得
金
額
ー
十
五
万
円
）
×
二
分
の
一

U
課
税
さ
れ
る
所
得
金
額
。

と
こ
ろ
が
本
年
四
月
の
所
得
税
法
の

改
正
で
譲
渡
所
得
の
課
税
方
式
を
長

期
間
資
産
を
保
有
し
て
譲
渡
し
た
も

の
と
（
長
期
譲
渡
）
資
産
を
そ
の
所

得
の
日
か
ら
三
年
以
内
に
譲
渡
し
た

も
の
（
短
期
譲
渡
）
に
二
つ
に
区
分

し
、
短
期
の
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は

二
分
の
一
課
税
と
い
う
こ
と
を
廃
止

い
た
し
ま
し
た
。
特
別
控
除
額
に
つ

い
て
も
免
税
点
方
式
を
加
味
し
た
方

式
に
改
正
し
て
次
の
様
に
な
り
ま
し

た
▽
所
得
金
額
が
三
十
六
万
円
以
下

の
場
合
は
全
額
▽
所
得
金
額
が
三
十

万
円
を
超
え
、
四
＋
五
万
円
未
満
の

場
合
は
六
十
万
円
か
ら
所
得
金
額
を

控
除
し
た
、
金
額
（
所
得
金
額
を
二
倍

し
て
六
＋
万
円
を
差
引
い
て
も
同
じ

　
　
　
　
　
　
（
三
面
へ
つ
づ
く
）
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教
育
委
員
長
就
任
の
挨
拶

1
藷
，
＝
．

藤

難
一

　
不
肖
の
身
を
以
っ
て
こ
の
た
び
三

期
連
続
教
育
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
こ
と
を
謹
ん
で
御
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　
従
来
、
教
育
行
政
の
面
に
お
き
ま

し
て
は
村
当
局
、
議
会
、
学
校
教
職

員
は
も
と
よ
り
全
村
民
各
位
の
熱
意

あ
る
御
理
解
と
御
声
援
に
よ
り
ま
し

て
大
過
な
く
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
衷
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
村
に
お
け
る
教
育
全
般
に
亘
る
責

任
者
と
し
て
の
責
務
の
ま
こ
と
に
重

大
で
あ
る
こ
と
は
常
日
頃
か
ら
痛
感

し
て
い
ま
す
。
委
員
長
と
し
て
信
任

さ
れ
ま
し
た
以
上
は
菲
才
の
身
に
鞭

打
ち
委
員
会
の
全
知
全
能
を
傾
注
し

て
皆
様
と
共
に
切
磋
琢
磨
、
も
っ
て

重
責
を
果
し
た
い
覚
悟
で
あ
り
ま

す
。
学
校
関
係
の
施
設
々
備
の
充
実

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
乏
し
き
村
予

算
の
枠
に
拘
束
さ
れ
な
が
ら
不
可
能

を
可
能
に
し
て
ま
で
も
誠
意
あ
る
配

憲
に
よ
り
こ
こ
数
年
の
間
に
お
い
て

も
員
野
小
、
倉
俣
中
、
田
沢
中
学
校

田
　
　
五
　
　
郎

に
堂
女
た
る
屋
内
運
動
場
の
建
設
を

実
現
し
、
ま
た
、
田
沢
中
学
校
高
道

山
分
校
の
完
全
統
合
並
び
に
こ
れ
に

と
も
な
う
寄
宿
舎
、
教
室
及
び
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
整
備
、
清
津
峡
小
学
校

の
独
立
に
と
も
な
う
新
校
舎
の
着
工

倉
俣
、
田
沢
、
清
津
峡
の
三
学
区
共

に
そ
れ
ぞ
れ
教
員
住
宅
新
築
に
着
工

す
る
等
重
点
施
策
を
逐
次
実
行
に
移

し
得
た
こ
と
に
対
し
、
深
甚
な
る
謝

意
を
表
す
る
と
と
も
に
尚
現
在
山
積

す
る
重
．
要
問
題
解
決
に
は
、
今
後
共

関
係
諸
機
関
と
緊
密
な
る
提
携
の
も

と
に
善
処
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
御
指
導
と
御
鞭
捲
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
一
方
、
社
会
教
育
に
関
し
て
は
関

係
各
位
の
積
極
的
な
る
御
協
力
に
よ

り
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
が
、
戦
後

一
部
日
本
八
の
精
神
が
戦
争
に
敗
北

し
た
る
た
め
極
端
に
崩
れ
去
り
、
口

に
民
主
女
義
を
称
え
な
が
ら
民
主
女

義
の
真
意
を
解
せ
す
、
尊
ぶ
べ
き
を

尊
ぱ
す
、
守
る
べ
き
も
の
を
守
ら
す
、

恥
す
べ
き
こ
と
を
恥
じ
す
本
能
を
肯

定
し
て
自
由
と
言
い
、
道
義
を
排
斥

し
て
矯
飾
と
し
て
平
然
た
る
者
が
あ

る
こ
と
は
実
に
な
げ
か
わ
し
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
国
と
し
て
も
極
度
に

こ
れ
を
憂
い
学
校
教
育
に
も
連
な
る

重
大
問
題
と
し
て
数
年
前
よ
り
義
務

教
育
に
道
徳
教
育
を
課
し
、
今
後
こ

れ
を
教
科
書
に
よ
り
具
体
的
か
つ
積

極
的
に
教
育
す
べ
く
計
画
中
で
あ
る

こ
と
は
御
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す

先
日
十
日
町
高
等
学
校
田
沢
分
校
の

振
興
会
の
際
、
同
校
の
教
科
轡
中
に

孔
、
孟
の
教
え
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

あ
る
こ
と
を
知
り
、
脚
か
意
を
強
う

し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
反
面
、
経

済
の
高
度
成
長
に
と
も
な
い
都
会
の

一
部
青
少
年
の
中
に
は
前
途
に
洋
女

た
る
希
望
を
抱
き
な
が
ら
、
レ
ジ
ャ

ー
ブ
ー
ム
、
バ
カ
ン
ス
ブ
ー
ム
、
消

費
ブ
ー
ム
に
誤
ま
れ
る
感
覚
を
も
っ

て
臨
み
、
ま
た
卑
俗
な
る
週
刊
誌
、

映
画
、
心
な
き
テ
レ
ビ
番
組
の
映
画

等
に
よ
り
心
を
む
し
ぱ
ま
れ
、
青
少

年
犯
罪
激
増
の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ

あ
た
ら
前
途
を
誤
ま
る
者
多
き
を
悲

し
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題

は
逐
次
地
方
に
も
浸
透
し
つ
つ
あ
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、
堅
実
な
る

農
村
と
い
え
ど
も
今
後
十
分
考
慮
を

要
す
る
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
憂
う
べ
ぎ
事
態

に
対
処
す
る
国
家
と
し
て
の
抜
本
的

対
策
を
待
っ
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
わ
れ
わ
れ
一
入
一
人
が
こ
の
難

問
打
開
に
努
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

美
し
き
日
本
の
精
神
文
化
を
滅
亡
か

ら
守
り
抜
か
ね
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

　
尚
、
教
育
に
関
す
る
中
立
性
は
飽

く
ま
で
も
尊
重
し
、
村
の
実
態
に
ふ

さ
わ
し
い
教
育
行
政
を
着
実
に
実
行

し
た
い
存
念
で
あ
り
ま
す
。
村
の
発

ほ
ひ
い
て
は
　
の
　
　
ぱ
　
ぢ
の
　

一
魏
襲
縫
聾

村
民
こ
ぞ
っ
て
法
治
国
の
真
髄
並
び

　
　
　
　
●

再
任
の
御

　
　
　
　
　
　
　
教
育
長
村

　
　
　
懇
　
費

響
蝋

　
不
肖
十
月
一
日
付
を
も
ち
ま
し
て

三
た
び
中
里
村
教
育
委
員
に
任
命
さ

れ
、
ま
た
同
日
開
か
れ
た
教
育
委
員

会
に
お
き
ま
し
て
、
再
び
教
育
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
身
に

余
る
光
栄
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
も

と
よ
り
浅
学
菲
才
、
そ
の
任
で
は
あ

挨
拶

　
　
山
　
　
軍
　
　
英

り
ま
せ
ん
が
、
さ
い
わ
い
委
員
会
各

位
は
じ
め
管
内
各
学
校
当
局
、
関
係

協
力
諸
団
体
各
位
と
も
ぐ
一
丸
と

な
っ
て
御
指
導
御
協
刀
を
い
た
だ
い

一
て
お
り
ま
す
の
で
、
中
里
村
教
育
発

展
の
た
め
、
誠
の
努
力
を
い
た
さ
ね

ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
胆
に
銘
じ
て
お

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
村
御
当
局
、
村
議
会
各
位
は
じ
め

全
村
民
の
従
来
に
か
わ
ら
ざ
る
御
支

援
、
御
協
力
を
切
に
お
題
い
す
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

に
民
主
た
義
の
精
神
に
撤
す
る
と
共

に
、
特
に
精
神
文
明
を
し
て
経
済
の

成
長
と
軌
を
一
に
し
、
名
実
共
に
平

和
な
る
文
化
国
家
建
設
の
た
め
の
分

子
た
ら
ん
こ
と
を
希
い
ま
す
。
か
く

努
力
す
る
こ
と
に
よ
り
村
の
学
校
教

育
、
社
会
教
育
の
発
展
向
上
は
期
し

て
ま
つ
べ
き
も
の
が
あ
る
と
信
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
の
ぞ
み
村
教
育
の
全
般
に

つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
教
育
委
員
会

が
皆
さ
ん
と
堅
き
絆
に
よ
っ
て
結
ば

れ
、
今
後
ま
す
ま
す
教
育
村
と
し
て

の
中
里
村
の
名
声
を
高
揚
せ
ん
が
た

め
、
絶
大
な
る
御
協
力
を
賜
ら
ん
こ

と
を
お
願
い
致
し
ま
し
て
就
任
の
御

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の

賦
課
決
定
に
つ
い
て

　
中
里
村
は
三
十
七
年
度
か
ら
被
保

険
者
に
対
し
六
割
給
付
を
実
施
、
更

に
三
十
八
年
度
よ
り
五
ヵ
年
計
画
で

体
質
改
善
を
な
し
、
よ
り
被
保
険
者

に
役
立
つ
保
険
と
す
べ
く
他
に
先
が

け
諸
施
策
を
と
り
入
れ
改
善
を
図
っ

て
参
り
ま
し
た
が
、
最
近
の
著
し
い

医
療
費
の
増
嵩
に
対
し
、
反
面
こ
れ

に
見
合
う
税
に
よ
る
自
己
財
源
の
確

保
が
困
難
な
た
め
、
三
十
九
年
度
当

初
予
算
は
一
般
会
計
か
ら
百
八
十
五

万
円
の
繰
入
れ
を
仰
ぎ
更
に
準
備
基

金
百
九
十
一
万
五
千
円
を
と
り
く
す

し
て
編
成
し
た
処
で
す
が
、
四
十
年

一
月
一
日
か
ら
オ
ー
ル
七
割
給
付
を

す
る
こ
と
に
し
た
た
め
三
十
九
年
度

は
約
百
万
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
に
な
り
、
去
る
村
議
会
に
こ
の

財
政
情
況
を
詳
細
に
訴
え
保
険
税
の

決
定
賦
課
に
あ
た
り
百
万
円
の
増
徴

を
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
y
き
ま
し

た
。
　
こ
れ
は
当
初
の
も
の
と
合
せ
年
額

一
世
帯
五
、
五
〇
五
円
、
一
人
に
つ

い
て
一
、
一
三
二
円
と
な
り
ま
す
が

医
療
費
の
保
険
負
担
分
の
割
合
を
み

ま
す
と
三
十
・
七
六
％
で
こ
れ
は
県

平
均
の
四
二
・
七
％
よ
り
は
る
か
に

低
く
県
下
下
位
よ
り
二
番
目
と
い
う

低
率
で
あ
り
、
ち
な
み
に
中
里
村
の

医
療
費
の
増
加
の
状
況
は
一
人
当
り

三
十
六
年
度
は
二
、
二
〇
九
円
、
三

十
八
年
度
は
四
、
一
〇
九
円
と
二
年

間
で
八
＋
六
％
も
増
加
し
、
こ
れ
を

保
険
負
担
分
で
見
た
場
合
一
二
八
％

に
も
な
り
、
一
方
保
険
税
は
と
い
う

と
僅
か
に
一
一
％
し
か
増
加
し
て
い

な
い
の
で
す
。

ど
う
か
こ
の
内
容
を
充
分
御
理
解
下

さ
い
ま
し
て
一
段
の
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

各
戸
に
郵
便
受
箱
を

　
　
　
　
く
田
沢
郵
便
局
V

　
郵
便
物
は
年
六
び
っ
く
り
す
る
ほ

ど
ふ
え
て
い
ま
す
。
局
で
は
、
一
刻

も
早
く
皆
様
方
の
お
手
許
に
郵
便
物

を
お
届
け
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す

が
、
転
入
転
出
等
の
た
め
宛
先
不
明

の
も
の
や
、
不
在
に
よ
り
そ
の
日
に

配
達
で
き
な
い
郵
便
物
が
、
か
な
り

の
数
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
場
合
”
家
族
ぐ
る
み

　
　
　
　
　
（
二
面
よ
り
続
ぐ
）

こ
と
に
な
り
ま
す
）
▽
所
得
金
額
が

四
＋
五
万
円
以
上
の
場
合
は
＋
五
万

円
。
短
期
の
譲
渡
所
得
と
長
期
の
所

得
が
同
じ
年
に
あ
っ
た
よ
う
な
場
合

は
計
算
方
法
が
複
雑
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
み
で
こ
の
よ
う
な
場
合
税

務
署
に
お
尋
ね
に
な
っ
て
下
さ
い
。

の
表
札
〃
や
、
郵
便
受
緬
を
備
え
て

あ
れ
ぱ
、
ま
す
く
大
丈
夫
で
す
。

　
た
黛
い
ま
郵
便
局
で
は
、
郵
便
受

箱
と
表
札
を
備
え
る
特
別
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ど
う
か
、
こ
の
機

会
に
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
品
物
は
、
お
安
い
価
格

で
郵
便
局
で
あ
っ
せ
ん
し
て
お
り
ま

す
か
ら
、
ご
用
命
下
さ
い
。

　
　
「
郵
便
受
箱
」

　
佳
麗
で
丈
夫
な
ス
チ
ー
ル
製
品
で

本
体
に
家
族
名
を
入
れ
る
、
表
札
兼

用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
（
価
格
四
百

五
＋
円
）

◎
各
戸
に
家
族
ぐ
る
み
の
表
札
を
掲

　
げ
よ
う
。

◎
み
ど
り
の
郵
便
受
箱
（
ポ
ス
ト
）

　
を
各
戸
に
備
え
よ
う
。

　
商
工
会
か
ら

◇
た
だ
い
ま
発
行
し
て
い
る
チ
ケ
ッ

ト
券
は
、
十
月
三
十
一
日
を
も
っ
て

打
切
り
ま
す
。
引
換
期
間
は
、
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

◇
引
続
き
十
一
月
一
日
よ
り
新
し
い

チ
ケ
ッ
ト
券
を
発
行
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。


